
はじめに

白山山頂部および周辺の火山体斜面や平坦地に

は，大小の火山砕屑物が多数分布する。一部，溶岩

流の崩壊等によるものもあるが，多くは新白山火山

の噴火に伴って放出したもので，噴火に直接関係し

たマグマを起源とする本質火山砕屑物も含まれる。

新白山火山の火山砕屑物は新白山火山の溶岩流上に

分布し，新白山火山の活動でも比較的新しい時期の

ものとみなされる。酒寄・水出（2001）や酒寄ほか

（2004）は，白山山頂部周辺に分布する火山砕屑物

のなかで，冷却節理の存在や節理の形状などから，

高温状態を保ったまま現在の場所に到達し，節理形

成後は著しく移動していないと推定されるものを

“本質岩塊”（以後，本論では本質岩塊をこの意味で

使用）と呼び，オージャイト微斑晶量から2つのタイ

プにわけた。酒寄ほか（2006）は，オージャイト微斑

晶量にくわえて全岩組成の組成トレンドなども考慮

し，2 つのタイプのうちオージャイト微斑晶に乏しい

ものをさらに 2 つにわけ，岩石学的に計 3 つのタイ

プに分けられることを示した。3 つのタイプにわけ

られた本質岩塊は，地理的にも異なる分布を示し，

それぞれ異なる活動中心を有した 3 種類のマグマ活

動によってもたらされた可能性が考えられるとした。

酒寄ほか（2006）によると，3 つのタイプの本質

岩塊のうち，オージャイト微斑晶に富むものは翠ヶ

池東北東の通称“お花松原”や血ノ池近傍，千才谷

上流域に分布するが，その試料数は必ずしも多くは

ない。また，他の地域にも本質岩塊などオージャイ

ト微斑晶に富む本質火山砕屑物が分布する可能性も

ある。オージャイト微斑晶に富む本質火山砕屑物の

分布を明らかにすることは，それらを供給したマグ

マ活動を考察する上で重要なことの 1つと考えられ

る。本報告では，オージャイト微斑晶に富む本質火

山砕屑物を新たに報告し，これまで報告されてきた

ものも加えてそれらの産出例を整理し，今後の白山

火山のマグマ活動を考察する上での基礎資料とする

ものである。

試料概要

酒寄ほか（2004）と酒寄ほか（2006）が報告した

オージャイト微斑晶に富む本質岩塊は，血ノ池近傍

で 2 個（図 1 のＡ－1，Ａ－2），翠ヶ池東北東のお

花松原で 2 個（図 1 のＡ－4，Ａ－5），千才谷上流

で 1 個（図 1 のＢ－1）確認されている。今回報告

するオージャイト微斑晶に富む本質火山砕屑物は，

計 7 試料である（図 1 ）。7 試料のうち，2 試料

（TH95101304，TH95101309）が大汝峰山頂部，2試

料（TH95092012，HKS－12）が血ノ池の西方斜面，

2 試料（HKS－13，TH08080801）がお花松原，1 試

料（TH95092109）が千才谷上流域から採取したも

のである。それらのうち，TH95101309を除いた試

料を写真 1に示す。

7 試料のうち大汝峰山頂部の 2 試料を除いた 5 試

料は，冷却節理の存在や節理の形状などから，酒寄

ほか（2004）や酒寄ほか（2006）の本質岩塊に属す

ると判断できる。血ノ池西方斜面の 2試料は長径が

2 mを超える。お花松原の 2試料は酒寄ほか（2004）

が報告した試料の近傍から採取したもので，いずれ

も長径が 4mをこえ，かなり厚い冷却節理を有する。
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血ノ池西方斜面とお花松原から採取した試料は，

Yamasaki et al.（1964）や長岡ほか（1985）が熱雲

堆積物（nuèe ardente deposit）とみなしたものであ

る。熱雲堆積物とされているものには，これらの本

質岩塊と同じほどの大きさの火山砕屑物が多数分布

するが，表面にパン皮状もしくはジグソーパズル状

の節理を有するものは必ずしも多いわけではない。

千才谷上流の 1試料は酒寄・水出（2001）が報告し

たもの（図－1 のB－1）より約250m上流に位置す

る。長径は 1 m弱で，節理の割れ目の状態から，節

理形成後は著しく移動していないと考えられる。千

才谷上流域や，TH95092109の試料の数十m下流か

ら南南西方向にのびる平坦地などにも，大小の火山

砕屑物が多数分布するが，表面の形態などから，酒

寄ほか（2004）や酒寄ほか（2006）のいう本質岩塊

とみなされるものは少ない。

大汝峰の 2試料は大汝峰山頂（2,684m）の近傍か

ら採取したものである。表面にパン皮状の節理が明

瞭に認められる火山弾で，噴火に直接関係したマグ

マから由来した本質火山砕屑物である。大汝峰は従

来約10～14万年前に形成された古白山火山山体の南

西の一部を構成していたとされていた（長岡ほか，

1985）が，北原ほか（2000）によるK－Ar法の年代

測定により，大汝峰の下部を構成する溶岩は古白山

火山に，一方上部の主要部は新白山火山に属するこ

とが明らかになった。大汝峰の上部溶岩について得

られたK－Ar年代値は0.03～0.04Maである。

上述の 7試料は，新白山火山の溶岩流上に分布し，

新白山火山の活動のなかでも比較的新しい時代の噴

出物と考えられる。Yamasaki et al.（1964）による

と，血ノ池西方斜面に分布する熱雲堆積物は，古文

書に記された1554～1556年の噴火によって流出した

可能性が高いとされているが，この年代は必ずしも

確定したものではない。

岩石記載と鉱物のモード組成

採取した 7試料について偏光顕微鏡による観察を

行い，造岩鉱物のモード組成を測定した。モード組

成は金沢大学理工学域自然システム系所有のSwift社

製のModel Fのポイントカウンターを使用し，1 試

料につき0.33mm間隔で2,000点前後測定して求め

た。測定に際しては，酒寄ほか（2004）に従い，長

径が0 .5m m以上の造岩鉱物を斑晶，0 .5m m～

0.05mmのものを微斑晶，0.05mm以下のものを石基
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図１　オージャイト微斑晶に富む本質火山砕屑物の採取位置

●：本稿で記載した本質岩塊， ：本稿で記載した火山弾，○：酒寄ほか（2004）と酒寄ほか（2006）に記載された本質

岩塊。血ノ池は翠ヶ池南西約250mに位置する湖沼である。基図は国土地理院発行２万５千分の１地形図「白山」を使用。



として区別した。測定に際して，気泡などによる穴

は対象から外した。各試料の構成鉱物とモード組成

を表 1に示す。表 1には，酒寄ほか（2004）と酒寄

ほか（2006）が報告したオージャイト微斑晶に富む

（タイプ 1 ）本質岩塊の構成鉱物とモード組成も共

に示した。

採取試料は安山岩質岩石で，斑状組織を呈する。

斑晶量は24.3～38.2％で，微斑晶量は9.9～13.4％で，

石基量は49.5～63.6％である。これらの量は，酒寄

ほか（2004）が報告したオージャイト微斑晶に富む

本質岩塊と大きな違いはない。斑晶および微斑晶と

して常に含まれるのは斜長石と斜方輝石，ホルンブ

レンド，オージャイト，不透明鉱物である。カンラ

ン石は 1試料（HKS－12）には微斑晶のみであるが，

他の試料には斑晶，微斑晶として産する。黒雲母は

TH95092109に斑晶と微斑晶として，HKS－13に微
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写真１　オージャイト微斑晶に富む本質火山砕屑物

a：TH95101304，b：TH95092012，c：HKS－12，d：HKS－13，e：TH08080801，f：TH95092109。aの折尺の長さが
20cm，b･e･fのハンマーの長さが33.5cm，c･dのハンマーの長さが20cm。
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斑晶として産する。石基鉱物は斜長石，斜方輝石，

オージャイト，不透明鉱物である。

斜長石斑晶は斑晶鉱物のなかで最も量が多く，

21.2～35.6％含まれる。微斑晶量は5.1～8.4％である。

斜長石斑晶は通常累帯構造を呈する。汚濁帯を有す

る斑晶も存在するが，汚濁帯を有しない清澄なもの

が多い。斜方輝石斑晶は1.5～3.7％含まれ，1 試料

（TH95101309）を除いて斜長石斑晶に続いて量が多

い。斜方輝石の斑晶は鏡下で明瞭な累帯構造を示す

ものは認められない。時々，斜方輝石のへりに単斜

輝石が形成している場合がある。斜方輝石の微斑晶

量は0.7～1.4％である。ホルンブンレンドは褐色で，

斑晶は0.2～4.0％含まれ，微斑晶量はTH95101304を

除いて0.1％未満である。溶岩中に含まれるホルン

ブレンドはほとんどがオパサイト化している（長岡，

1972）が，今回調べた試料のホルンブレンドは多少

オパサイト化していることもあるが，オパサイト化

の程度は低く，ほとんどオパサイト化していない新

鮮なホルンブレンドも存在する。オージャイトは斑

晶大のものもあるが，その量は少なく，0.1％未満

である。大きさも0.5mmをわずかに超える程度であ

る。オージャイトの微斑晶量は斜方輝石の微斑晶よ

り多く，3 ％前後（2.5～3.3％）含まれる。カンラ

ン石の斑晶量は通常微量であるが，TH950912109に

は1.0％のカンラン石斑晶が含まれ，微斑晶のカン

ラン石も含めると計1.3％になる。カンラン石斑晶

のヘリには通常斜方輝石が形成されている。

図 2 は，今回測定した7試料のオージャイト微斑

晶と斜長石微斑晶の量比をプロットしたものであ

る。オージャイト微斑晶量と斜長石微斑晶量は，微

斑晶と石基の合計量を100％に再計算した値である。

図には，酒寄ほか（2006）によって区分された 3つ

のタイプの本質岩塊もプロットしてある。m－m’

とn－n’の直線は，酒寄ほか（2006）に示されたタ

イプ 1の岩石グループ（オージャイト微斑晶に富む）

の組成領域の下限とタイプ 2（オージャイト微斑晶
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表１　オージャイト微斑晶に富む本質火山砕屑物のモード組成

　上の７試料は本稿で報告したもので，そのうち上の２試料は火山弾，下の５試料は本質岩塊。表の下の5試料（A－1，A

－2，A－4，A－5，B－ 1）は酒寄ほか（2004）と酒寄ほか（2006）に記載された本質岩塊。gm＝石基，ph＝斑晶，mph

＝微斑晶，pl＝斜長石，opx＝斜方輝石，ho＝ホルンブレンド，opaq＝不透明鉱物，aug＝オージャイト，ol＝カンラン石，

bt ＝黒雲母，apa ＝燐灰石，zir ＝ジルコン，tr ＝微量（0.1％未満），－＝未確認，。斑晶，微斑晶，および石基は長径が

0.5mm以上，0.05～ 0.5mm，0.05mm以下のものをそれぞれさす。 

sample no. 
　 

TH95101304 
 

TH95101309 
 

TH95092012 
 

HKS－12 
 

HKS－13 
 

TH08080801 
 

TH95092109 
 

A－1 
 

A－2 
 

A－4 
 

A－5 
 

B－1

gm 
　 
57.3 
 
57.5 
 
57.7 
 
58.3 
 
49.5 
 
63.6 
 
57.4 
 
61.5 
 
58.5 
 
59.2 
 
49.8 
 
49.5

　 
ph 
mph 
ph   
mph 
ph   
mph 
ph   
mph 
ph   
mph 
ph   
mph 
ph   
mph 
ph   
mph 
ph   
mph 
ph   
mph 
ph   
mph 
ph   
mph

pl 
26.0 
8.2 
22.3 
8.4 
27.1 
5.5 
25.7 
5.1 
35.6 
7.6 
21.2 
6.9 
26.2 
7.8 
26.1 
4.9 
23.6 
8.1 
26.5 
7.1 
35.6 
6.8 
34.4 
5.1

opx 
2.4 
1.0 
2.4 
1.4 
3.7 
1.3 
3.4 
1.0 
2.1 
0.7 
1.5 
1.1 
2.5 
0.9 
2.0 
1.5 
2.5 
1.1 
1.8 
0.8 
2.1 
0.9 
1.8 
1.0

ho 
0.6 
0.4 
4.0 
tr 
0.5 
tr 
2.4 
tr 
0.4 
tr 
1.3 
tr 
0.2 
tr 
0.5 
0.1 
1.8 
0.1 
tr 
tr 
0.4 
0.1 
4.5 
0.1

opaq 
tr 
0.6 
tr 
0.3 
tr 
0.6 
tr 
0.9 
0.1 
0.5 
tr 
0.8 
－ 
0.4 
－ 
0.5 
－ 
0.8 
－ 
0.8 
－ 
0.4 
－ 
0.7

aug 
tr 
3.0 
tr 
3.2 
tr 
2.5 
tr 
2.9 
tr 
3.1 
tr 
3.3 
tr 
2.9 
tr 
2.4 
0.1 
3.0 
tr 
2.9 
0.2 
2.8 
0.5 
2.2

qz 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
tr 
tr 
－ 
－ 
－ 
tr 
－ 
tr 
－ 
－ 

ol 
0.4 
0.2 
tr 
0.1 
0.7 
0.2 
－ 
tr 
tr 
0.1 
0.3 
0.2 
1.0 
0.3 
tr 
0.1 
tr 
0.2 
tr 
0.5 
tr 
0.2 
tr 
tr

bt 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
tr 
－ 
－ 
tr 
tr 
－ 
－ 
－ 
－ 
tr 
－ 
0.4 
－ 
－ 
－ 

apa 
－ 
tr 
－ 
tr 
－ 
tr 
－ 
tr 
－ 
tr 
－ 
tr 
－ 
tr 
－ 
tr 
－ 
tr 
－ 
tr 
－ 
tr 
－ 
tr

zir 
－ 
tr 
－ 
tr 
－ 
－ 
－ 
tr 
－ 
－ 
－ 
tr 
－ 
－ 
－ 
tr 
－ 
tr 
－ 
tr 
－ 
tr 
－ 
tr

total 
29.4 
13.4 
28.7 
13.4 
32.0 
10.1 
31.5 
9.9 
38.2 
12.0 
24.3 
12.3 
29.9 
12.3 
28.6 
9.5 
28.0 
13.3 
28.3 
12.1 
38.7 
11.2 
41.2 
9.1



に乏しい）の組成領域の上限をそれぞれ示す。今回

報告した火山弾や本質岩塊はいずれも酒寄ほか

（2006）が示したm－m’の上方に位置し，酒寄ほ

か（2006）のタイプ 1の領域にプロットされ，タイ

プ 1と同じマグマから供給されたと考えられる。

オージャイト微斑晶に富む本質火山砕屑物の分布

図 1にこれまで確認されたオージャイト微斑晶に

富む本質火山砕屑物の採取位置が示されている。同

図には，酒寄ほか（2004）と酒寄ほか（2006）に記

載された試料も含まれる。血ノ池周辺や血ノ池西方

斜面，お花松原は，Yamasaki et al.（1964）や長岡

ほか（1985）によって熱雲堆積物が分布するとされ

ているところで，このあたりに分布する本質岩塊は

熱雲の流出に伴って放出されたものと考えられてい

る。これまでは，お花松原と血ノ池近傍でオージャ

イト微斑晶に富む本質岩塊が確認されているのみで

あったが，今回，血ノ池の西方斜面から新たに 2個

の試料が記載された。Yamasaki et al.（1964）や長

岡ほか（1985）によると，熱雲堆積物は血ノ池西方

斜面のさらに標高の低い位置まで流出したとされて

おり，今回記載した本質岩塊より標高の低い位置に

も，オージャイト微斑晶に富む本質火山砕屑物が存

在することが予想される。千才谷上流域では，今回

報告した本質岩塊を含めても計 2試料が報告されて

いるのみである。他にも産出する可能性はあるが，

産出頻度は低いと思われる。大汝峰山頂部のオージ

ャイト微斑晶に富む火山弾は，大汝峰方面でのオー

ジャイト微斑晶に富む本質火山砕屑物としては今回

が初めての産出記載である。

オージャイトの微斑晶に富む本質岩塊は，岩石学

的特長の類似性から同じ活動中心を有するマグマの

活動によってもたらされた可能性が考えられている

（酒寄ほか，2006）。上述したように，オージャイト

と斜長石の微斑晶量から，大汝峰山頂部や千才谷上

流域の本質火山砕屑物は，血ノ池西方斜面やお花松

原のものと供給源は同じマグマである可能性が高い

と考えられるが，血ノ池西方斜面やお花松原の熱雲

の流出と同時に噴出したか，もしくはそれらと多少

の時間間隙があったかについては明らかではない。

また，大汝峰方面や千才谷上流域方面にも熱雲が流

出したものか，もしくは熱雲を伴わず単に空中に放

出されて堆積したものかについても明らかではな

い。今後，各地に分布するオージャイトの微斑晶に

富む本質火山砕屑物のそれぞれの噴出様式や相互の

関係などを明らかにするため，本質火山砕屑物の産

出頻度や他の火山砕屑物との岩石学的特長の比較，

野外における堆積状況などを調査する必要がある。

摘　　要

大汝峰山頂部，血ノ池西方斜面，お花松原，千才

谷上流域でオージャイト微斑晶に富む本質火山砕屑

東野：新白山火山のオージャイト微斑晶に富む本質火山砕屑物の分布
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図２　本質火山砕屑物のオージャイト微斑晶と斜長石微斑晶のモード組成図

●：本稿で記載した本質岩塊， ：本稿で記載した火山弾，○･□･△：酒寄ほか（2006）に記載された本質岩塊で，○，

△，□はぞれぞれタイプ１，タイプ３，タイプ２に属する。オージャイトと斜長石の微斑晶量は，斑晶を除いて微斑晶と

石基の量比の合計を100％にして再計算した値である。タイプの区分と線分m－m’とn－n’は酒寄ほか（2006）による。線

分m－m’はタイプ１の組成領域の下限を，n－n’はタイプ２の組成領域の上限を示す。



物を記載した。そのうち，大汝峰と血ノ池西方斜面

のものは，初めての産出記載である。オージャイト

微斑晶に富む本質火山砕屑物のうち血ノ池西方斜面

とお花松原の本質岩塊は，熱雲に伴って放出された

ものと考えられているが，それ以外のものについて

噴出様式は明らかではなく，今後の検討課題であ

る。
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